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[I] 今回は北海道知事宛に、提出予定で、準備を進めている要望事項(会報 12 号に掲載)の  

第②項 ＜熊に関する正しい知識を啓蒙すること＞の、 (a) ＜人身事故対策について＞ 

の文章を下記にご紹介します。 

＜掲載文章＞ 

 （山菜採りにはﾎｲｯｽﾙと鉈を持参すべきこと）を啓蒙する必要がある。 

道の「あなたとヒグマの共存のために」と言う道民向けのﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ(下記に掲載)には「熊に襲い

掛かられたら(これは爪や歯で襲われている状態を言う),首の後を手で覆い、地面に伏して死ん

だふりをして下さい。山に入る人は万一に備えて練習して下さい」とあるが、これは全く間違

った対処法である。まず熊の攻撃に意識ある状態で無抵抗で耐え得る人間など何処にいようか。

これを書いた当事者に聞きたいものである。熊に囓られ爪で引っ掻かれれば意識あれば反射的

に抵抗するもので、これに耐え我慢せよと言うのは、正に妄言であり、責任ある当局が言うべ

き事ではない。 羆が人を襲う原因は、排除、喰う為、戯れに、３大別され、北海道で 1970

年から今日(2013 年 5 月末)に至る 44 年間に、猟師以外の一般人が、熊に襲われた件数は 48

件あり(発生件数は年平均 1.09 件)、内死亡が 20 件、生還が 28 件である(北海道野生動物研究

所 website に公表)。死亡の 20 件の内、武器で熊に反撃したのは 1 件のみで(1976 年 12 月 2

日、下川町で、長さ 1.5m の鉈鎌で、反撃したが、鉈鎌の柄が長すぎて熊に抱きつかれ、攻撃

され死亡)、他は皆素手で熊に対抗し殺されている。これに対し、生還した 28 件の被害者は皆、

鉈・包丁・手鎌や拾った石を掴んで、(被害者は皆無我夢中で熊に抵抗したと証言している)熊

に積極的に抵抗反撃し生還している。 

襲い掛かって居る熊に反撃すれば、熊が更に猛り、被害が大きくなるではないかと、想像で反

論する者がいるが、過去の事例を検証した限り、そう言う事例は全く無く、それは杞憂に過ぎ

ぬ事は明白である。 

熊ばかりでなく、動物に襲われて、その難から身を守る原則は相手に対し積極的に反撃するこ

とが原則であることは、人を含む動物界における基本原理常識である。 

今年も道内で４月に２件の熊による人身事故があったが、4 月 16 日の 瀬棚町での、山菜(ｶﾀｸ



ﾘ）採りの女性は鳴り物も武器も不携帯で、熊に襲われ四肢の筋肉部を喰われ死亡した。それ

に対し、4 月 29 日の 静内町での、山菜(ｱｲﾇﾈｷﾞ)採りの男性は、熊に襲われ胸(両乳頭内側に各

１個の爪による浅い傷)と背右腰部上に 2 個の浅い爪による傷を受けたが、普通の紙切り鋏(全

長 20cm 程の)で反撃し、難を逃れている。この実態からも、熊に襲われての生還には刃物での

反撃が有効な事は明白である。そこで、我々が推奨したいのは、戦前から山子が持ち歩いてい

た鉈である。鉈は我が国で誰もが合法的に携帯し得、しかも熊に襲い掛かられた場合の有効な

武器であり、鉈の携帯まで踏み込まなければ、熊による死亡事故は現状より減少させ得ない事

を認識すべきである。また、鳴り物について言えば、ラジオは音が出っぱなしで、熊との遭遇

(異変)に気づき難いこと、小型の鈴は音が沢音でかき消され熊に音が届かないことがあるから

不適で、ﾎｲｯｽﾙが最適であることを我々は提言したい(10 数分毎に 2～3 回ﾎｲｯｽﾙを吹けば、そ

の音は山中にこだまし響く)。熊に対する有効な正しい対処法を道民に啓蒙すべきである。そうす

ることで、発生件数年平均 1.09 件の熊事故も大幅に減らすことが可能となろう。それにして

も、道庁の熊対策のﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄに「熊に襲われたら、死んだ振りをせよ」と書かれて居るのには、

全く無知と言うか驚きで、早急に改めるべきである。 

 


